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第
千
三
百
七
十
三
号
決
議
が
求
め
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等
の
措
置
に
関
し
、
当
該
措
置
に
係

る
者
の
権
利
利
益
の
保
護
に
留
意
し
つ
つ
国
際
的
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
行
為
の
防
止
及
び
抑
止
を
図
る
上
で
我
が

国
と
同
等
の
水
準
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
制
度
を
有
し
て
い
る
国
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に

よ
り
、
こ
の
法
律
に
相
当
す
る
当
該
国
の
法
令
に
従
い
、
当
該
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
者

２

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。）を
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
外
務
大
臣
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
十
六
条
第
一
項
の
主
務
大
臣
そ
の
他
の
関
係
行
政
機

関
の
長
又
は
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
、
意
見
の
表
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

外
務
大
臣
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
十
六
条
第
一
項
の
主
務
大
臣
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
長
又
は
関

係
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
国
家
公
安
委
員
会
に
対
し
、
指
定
に
関
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
公
告
）

第
五
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
、
当
該
指
定
に
係
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
当
該
指

定
の
有
効
期
間
そ
の
他
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
を
官
報
に
よ
り
公
告
す
る
も
の
と
す
る
。

２

指
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

３

国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、当
該
指
定
を
受
け
た
者
の
所
在
が
判
明
し
て
い
る
と
き
は
、

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該
指
定
を
し
た
旨
、
当
該
指
定
の
有
効
期

間
そ
の
他
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
さ
れ
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に

よ
り
公
告
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
に
係
る
者
の
所
在
が
判
明
し
て
い
る
と
き
は
、
国

家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該
変
更
が
あ
っ
た
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

第
三
章

公
告
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等
の
措
置

第
一
節

規
制
対
象
財
産
等
に
係
る
行
為
の
制
限

（
公
告
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
に
対
す
る
行
為
の
制
限
）

第
九
条

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
さ
れ
た
者
又
は
指
定
（
仮
指
定
を
含
む
。
第
十
七
条
第
六
項
及
び
第
二

十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
て
い
る
者
（
以
下
「
公
告
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
総
称
す
る
。）は
、
次
に
掲
げ
る

行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。）の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

金
銭
、
有
価
証
券
（
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有

価
証
券
を
い
い
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
有
価
証
券
と
み
な
さ
れ
る
権
利
を
含
む
。）、
貴
金
属
等
（
犯
罪
に

よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
規
定
す

る
貴
金
属
等
を
い
う
。）、
土
地
、
建
物
、
自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
を
い
う
。
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
財

産
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
そ
の
価
額
が
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
規
制
対
象
財

産
」
と
い
う
。）の
贈
与
を
受
け
る
こ
と
。

二

規
制
対
象
財
産
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
。

三

規
制
対
象
財
産
（
金
銭
を
除
く
。
第
十
五
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
売
却
、
貸
付
け
そ
の
他
の
処
分
の
対

価
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
。

四

預
貯
金
に
係
る
債
務
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
金
銭
債
務
（
第
十
五
条
第
四
号
に
お
い
て
「
預
貯
金
等
債
務
」

と
い
う
。）の
履
行
を
受
け
る
こ
と
（
前
三
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）。

五

こ
の
条
（
前
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
債
務
の
履
行
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
銭
債
権
（
以
下
「
特
定
金
銭
債
権
」
と
い
う
。）を
譲
り
渡
す
こ
と
。

（
指
定
の
有
効
期
間
の
延
長
）

第
六
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
の
有
効
期
間
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
有
効
期
間
を
含
む
。）が
満

了
す
る
時
に
お
い
て
、当
該
指
定
を
受
け
た
者
が
引
き
続
き
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、

三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
、
当
該
指
定
の
有
効
期
間
を
延
長
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
有
効
期

間
の
延
長
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
定
の
取
消
し
）

第
七
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き

は
、
有
効
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

死
亡
し
、
又
は
解
散
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
消
滅
し
た
と
き
。

二

第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

２

第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の

取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
、
当
該
指
定
の
有
効
期
間
そ

の
他
の
」
と
あ
る
の
は
、「
そ
の
他
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
仮
指
定
）

第
八
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
四
項
の
規
定
及
び
行
政
手
続
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
は
財

産
の
隠
匿
そ
の
他
の
行
為
に
よ
り
指
定
後
に
次
章
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
確
実
な
実
施
を
図
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

と
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
又
は
弁
明
の
機
会
の
付
与
を
行
わ
な
い
で
、
仮

に
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
「
仮
指
定
」
と
い
う
。）の
効
力
は
、
当
該
仮
指
定
に
つ
い
て
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
日
（
次
項
に
お
い
て
「
公
告
日
」
と
い
う
。）か
ら
起
算
し
て
十
五
日
と
す
る
。

３

国
家
公
安
委
員
会
は
、
仮
指
定
を
し
た
と
き
は
、
公
告
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
、
意
見
の
聴
取
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

行
政
手
続
法
第
三
章
第
二
節
（
第
二
十
八
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
単
に
「
意
見
の
聴
取
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
五
条
第

一
項
中
「
聴
聞
を
行
う
べ
き
期
日
ま
で
に
相
当
な
期
間
を
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
、「
速
や
か
に
」
と
読
み
替
え
る
ほ

か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

５

国
家
公
安
委
員
会
は
、
意
見
の
聴
取
の
結
果
、
仮
指
定
が
不
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
四
条
第
四
項
の
規

定
及
び
行
政
手
続
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
又
は
弁
明
の
機
会
の
付
与
を
行
わ
な
い
で
指

定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

仮
指
定
を
受
け
た
者
に
対
し
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
仮
指
定
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

７

国
家
公
安
委
員
会
は
、
意
見
の
聴
取
の
結
果
、
仮
指
定
が
不
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
仮
指

定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

仮
指
定
を
受
け
た
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
の
通
知
を
行
っ
た
場
合
の
当
該
仮
指
定
の
効
力
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
仮
指
定
に
係
る
意
見
の
聴
取
の
期
日
ま
で
と
す
る
。

９

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
仮
指
定
及
び
意
見
の
聴
取
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
家
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
。
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